
ドイツのＩＣ周辺等における土地活用に係る
広域調整等に関する調査

研修期間

研修先
現状と課題

研修目的

県土整備部 都市整備局 主 査 菅野 武人
都市計画課 副主査 森川 貴博

商工労働部 企業立地課 班 長 藤﨑 啓司
副主査 田中 慎治

令和元年１１月４日～１１月１６日（１３日間）

都市計画 ラインネッカー広域連合、デュッセルドルフ市、デュッセルドルフ行政管区
ベルリン市、ライプツィヒ市

企業誘致 デュッセルドルフ商工会議所、シャリテ医科大学、BMW工場（ライプツィヒ）
JETROデュッセルドルフ、ポルシェ工場（シュツットガルト）

人口規模や都市法の体系が類似しているドイツに
おける仕組みや事例を調べることで、本県において
課題となっている部分を補足し、また、ＩＣ周辺の
土地活用を戦略的に進めることができるよう、新た
な広域的な計画や仕組みの検討に役立てていきたい
と考える。



企業誘致

都市計画制度と地域計画

考察

州計画と市町村都市計画の間にある地域計画が、広域調整の
役割を担っている。

企業誘致を成功させるためには、都市部局と農林部局の連携や、
場合によってはオーダーメイド型の産業用地の提供も必要。

BMWライプツィヒ工場

ライプツィヒ・メッセ


